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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者 氏 名
	岸　郁妃

	大 会 名
	2011 Optimist World Sailing Championship

	開 催 地
	Napier, New Zealand

	大 会 期 間
	2011.12.30 – 2012.1.10


	開催地域の

様子
	ネイピアは自然が豊かな美しい町でした。ホテルとハーバーが近く、とても便利でした。全日本にも参加していたレナード君のご両親には炊飯器をお借りしたりして、とてもお世話になり、心強い存在でした。

	宿泊場所
	選手と同じホテルに泊まりました。

BLUE　WATER　HOTEL　ハーバーから２～３分の距離でした。

	大会のサポーターへの対応は
	現地の方々はとてもフレンドリーで、よくしてくださいました。

	選手たちの

 コンディションは？


	食事は野菜が少なく、すぐに飽きてきたようですが、おにぎりを作っていただいたり、タイ料理を食べに行ったりして工夫していただきました。想像していたより寒かったようですが、体調を崩すことなく、最後まで元気にレースに望むことができていました。

	サポーターとして気をつけたことは？
	選手たちの体調管理。

	海外の選手を見て感じたことは？
	他国の選手とコミュニケーションをとるのが上手でした。

	日本の選手を見て感じたことは？
	今回のチームメンバーはとても仲良く、祐花は女子一人でしたが、問題なくまとまっていたように思います。

	Spare dayの過ごし方は？
	ネイピアの町を観光したり、泳ぎに行ったりしていたようです。

	日本チームとして

の課題
	選手それぞれ語学の必要性を感じたことと思います。

	ＪＯＤＡへの要望
	

	その他
	関係の方々には大変お世話になりました。ありがとうございました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

